
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 中学受験 算数 はってん こたえ 名前

規則性(方陣・数表・周期) 月 日

1 数表の形・方陣の外側の数・2つの周期 発展

次の問いに答えなさい。

(1) 図形を ○、△、□ の順にくり返し、色を 赤、青、黄色、白 の順にくり返して、左から右へ

142 個の図形をならべます。1番目の図形は赤い○です。黄色い○は全部で何個あります

か。

3 × 4 = 12　142 ÷ 12 = 11 あまり 10　11 + 1 = 12　答え 12個(はじめの黄色い○は7番目

で、12個ごとにあらわれる。あまりの 10 個に 7 番目がふくまれるので1個たす)

(2) 1から順に、左から右へ横に 6 個ずつ、下へ何行も数を書いた表があります。この表の中

から、ある数を中心とした、たて3個・横3個の正方形の形にならんだ9個の数をえらんで

全部たすと、198 になりました。えらんだ数のうち、いちばん小さい数はいくつですか。

198 ÷ 9 = 22　22 − 6 − 1 = 15　答え 15

2 方陣の過不足・黒と白の交互の方陣 発展

次の問いに答えなさい。

(1) 碁石を、すき間なく、中までつまった正方形の形にならべたところ、12 個あまりました。そ

こで、たてと横を1列ずつふやして、ひとまわり大きな正方形にしようとしたところ、23 個

たりませんでした。碁石は全部で何個ありますか。

12 + 23 = 35　(35 − 1) ÷ 2 = 17　17 × 17 + 12 = 301　答え 301個(1辺を 17 個から 18 個

にするには、17 + 17 + 1 = 35 個いる。これが、あまりとたりない数の和)

(2) 碁石を、すき間なく、中までつまった正方形の形にならべます。いちばん外側の1周を黒、

その内側の1周を白、その内側の1周を黒、…と、外側から1周ずつ、黒と白を交互にしま

す。1辺に 13 個ならべたとき、黒い碁石と白い碁石の個数の差は何個ですか。

(13 − 1) × 4 = 48　48 + 32 + 16 + 1 = 97　40 + 24 + 8 = 72　97 − 72 = 25　答え 25個(1

周内側にいくごとに8個ずつへり、外側から 48、40、32、24、16、8、1 個。まん中の1個も1周

と数える)

できた / 4問
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